














（2016））。アメリカ連邦政府初等中等教育局では gifted や talented の学生について「知的，創造
的，芸術的，リーダーシップ能力などの分野，または特定の学問分野で高い達成能力の証拠を示
し，それらの能力を完全に開花するため学校が通常提供しないサービスや活動を必要とする学生，

































者は gifted が持つ社会的文化的背景を抜きにして日本でギフテッドとされる人びとが gifted と
いう語の概念と同一化はできないのではないかと考える。このことは，同時に日本の社会の
gifted の社会的受容の問題ともいえる。
⚒．gifted と talented の語の教育的使用とその背景
現在，gifted と talented という語は，ともに才能のある人物を示す形容詞として用いられてい
る。一部では知能の面で優れた場合に gifted と形容し，芸術面などで優れた場合を talented と形
容すると言われているが，明確に区別する根拠はない。それぞれ互換性のあるものとして用いら
れている。アメリカにおけるギフテッド教育は，1970 年代から始められ，gifted への教育の必要
性が法律で制定され認められた。こうした gifted と talented を持つと認められた子どもに対し，
才能教育プログラム＝GATE（Gifted and Talented Education）プログラムというものが設けられ
ている。その後，1980 年代に gifted 教育が一部の者への教育であるとして批判があり縮小に向
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Talented が設立されるなど再び gifted 教育が見直されることに向かった。現在，アメリカでは
州ごとに教育プログラムが実施されている（National Association for Gifted Children（NAGC））。





る。小倉（2009）によると，アメリカでは約 200 万人の子どもが gifted 教育の対象となっており，
学習障害に次いで⚒番目の大きなグループを形成しているという。しかし，Webb らの見解から
すれば gifted と talented の特徴は発達障害とは異なる固有なものであるとするので，今後，
GATE（Gifted and Talented Education）プログラムと 2E教育がどのように使い分けられ展開さ
れていくか注意を要する。だが現状において，gifted と talented を持つ人に対して特別な配慮が
なされていることは指摘できる。





Hollingworth, L. S.（1886-1939）の研究と活動から始まったといっても良い。Terman が 1916 年
にスタンフォード・ビネー知能検査を開発したのち，Terman（1919）（1925，1947，1959）は知
能検査により知的才能のある子どもの特定する研究を行い，特別な教育をほどこす必要性を強調
した。Terman は Binet, A.（1857-1911）や Galton の影響を受け継ぎ，天才の遺伝的要因を重視
した。Terman の功績として，天才と呼ばれる人の多くが障害や異常といった特異なものではな
いこと，知的能力に見合った育成環境が才能の開花に必要なことを強調したことが挙げられる。
次に，Hollingworth であるが Terman に比べ，教育的環境的要因を重視した。Hollingworth
（1923）の研究によれば，高い知能を持つ子どもが大人の適切な理解がなく，そのため教育と環境
が得られないために苦しむことを指摘した。また，Hollingworth の貢献は，高い知能の子どもに
対して歴史上初めて talent と gift という表現をしたことにある。文献初出上から追うと，Galton,
F.ʠHereditary Geniusʡ（1869）→Hollingworth, L. S.ʠSpecial talents and defects: Their
significance for educationʡ（1923）→Hollingworth, L. S.ʠGifted children: Their nature and nurtureʡ
（1926）→Terman, L. M. (Ed.)ʠThe gifted group at mid-lifeʡ（1959）と な る。Terman と
Hollingworth の貢献と影響により，Genius から talented および gifted へと語用が変化し，tal-
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10 月⚔日）の影響を受け，1958 年に国家防衛教育法（National Defense Education Act）が制定さ
れ，才能に恵まれた若者の育成と，それを支えるスクール・カウンセラーが小中学校に配置され
るようになった（笹尾・渡辺・池田（2007））。その後の才能のある子どもへの教育は浮き沈みし
ながらもGATE（Gifted and Talented Education）プログラムや 2E教育へと発展していくことに
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⚓．gifted と talented の語の使用と歴史的背景
先にTerman と Hollingworth の貢献と影響により，genius から talented および gifted へと語
用が変化し，talented および gifted の語は知能との関連で社会から受け止められるようになった




Oxford English Dictionary（OED）から確認したい。The Oxford English Dictionary の特徴は古
今東西の英語の文献に現れたすべての語彙について，語形とその変化・語源・文献初出年代・文
献上の用例の列挙・厳密な語義区分とその変化に関する最も包括的な記述を行っていることにあ
る。したがって英語圏に限っていえば gifted と talented の語がどのような意味で用いられてき




や状態にあること（1827 年～）を示す。gift は，与える（1300 年～），与えられるもの（1250 年～）
という意味であり，gifted の用例となると talented と同義として贈り物が与えられた（1644
年～），与えられた（1660 年～）状態を示すとされる。しかしThe Oxford English Dictionary で
示される gift の用例として注目されるのは gift が単に何かしらの贈与を示すだけではなく，神と
の関係で多く用いられていることが挙げられる（例．1597 年 Morley. Imagining that all the
guiftes of God should die in themselues, if they should bee taken out of the worlde：この世から神
からのギフトすべてが取り去られることは，それこそ死を想像することだ）。つまり gift を誰に
与える（捧げる）のか，gift が誰から与えられたのか，という点において神が意識されて語が用い
られているのである。またこの文脈で gifted と talented が同義のものとして示されている。
こうしたことから，Terman と Hollingworth が gifted と talented という語に知能との関連で
新しく限定された意味合いを与えたことは，無前提ではなく単に高い知能や才能を持った個人の
状態を示すにとどまらない文化的な背景を意識させるといえる。このことは gifted と talented
の自己理解や社会の受け止め方という受容の問題とも結びつくものといえる。
⚔．gifted と talented の語の元になる言説と影響史
gifted と talented の語が英語圏でどのように用いられてきたか，その用例の歴史を確認した。
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てきた歴史があった。だが，なぜこの二つの語，gifted と talented の語が関係するのか。その理
解のために元になる言説を確認する必要がある。










































手紙は，イエスの死後から約 20 年経ったのちに書かれた文書である。その 12 章では，神から人
に役割に応じて与えられるさまざまな才能が賜物（gifts）として述べられている。この文脈で，
神から与えられる talent がさまざまな役割を担う人間の才能であり，神から与えらる gift として
理解され，意味付けがなされてきたと指摘できる。ただし，先に Luz, U.（1997）が指摘したとお
り，聖書からは神から gift として与えられる talent が宗教の文脈に限定して宗教的役割を担う能
力を指すものを示すのか，人一般が持つさまざまな能力を示すものか両方の見方がとれる。
さらに，gifted と talented の語の社会的受容という面において，talented の語がどのように受
け止められてきたのかについても確認する必要がある。





コラ主義的術語において「無償の聖寵 gratia gratis data」に関連づける解釈が見られたという。









































gifted と talented の語の文化的背景にある神が前提されない社会で「誰からの」gift として自分
の才能を意識するのか，またそれを「どこに」還元するのだろうか。日本のような宗教文化的な
背景の異なる社会においても，ギフテッドが個人の特性だけの話ではなく，社会が文化的に
























題意識のもとに考察を進めた。最初に現在のアメリカの教育分野において gifted や talented の
用語が結びついた始まりを追い，さらに欧米圏で gift や talent の語が受容された歴史的背景を確
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The problem of acceptance of the word gifted in Japan
Shigeru KOBAYASHI
Summary
In this paper, I considered the problem of understanding the word gifted and social
acceptance in Japan.
There are concerns about the lack of appropriate support and support systems for
highly intelligent children at organizations in the areas of education and welfare in Japan,
and the difficulty in living due to the problem. As a result, the gifted education in the United
States has come to the attention in Japan. However, the question is whether it is
appropriate to use the termʞgiftedʟfor the education of children with high intelligence in
Japan. For this reason, this paper considered the cultural background of word gifted and
talented by tracing the history and the underlying discourse and influence.
Keywords: gifted, talented, social acceptance, self-identification
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